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業 務 の 名 称 Ｈ２３森林公園施設更新計画策定業務

業 務 概 要

　国営武蔵丘陵森林公園は、昭和４９年の開園以来約２０
年にわたって年間約１００万人の方に利用頂いていたが、
近年では年間約８０万人という水準で推移している。
　当公園は、開園から３５年以上が経過し、園内施設の老
朽化に伴い機能や魅力が低下する一方で、社会の変化に対
する対応、利用の変化に対する対応、利用者ニーズへの対
応等の観点から施設内容等を見直し、それらを踏まえた既
存ストックの計画的な施設更新・再整備による機能及び魅
力の向上が必要である。
　そのため、本業務では、国営武蔵丘陵森林公園の現状の
課題及びその対応の方向性等の検討を行い、施設更新に要
する費用及びその効果を分析することによって、社会情勢
及び利用者ニーズ等の変化に対応した一層魅力ある公園に
向けた施設更新計画案の作成を行う。

契約担当官等の指名並
びにその所属する部局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官
関東地方整備局
国営昭和記念公園事務所長　伊藤亘

東京都立川市緑町３１７３

契 約 年 月 日 平成23年11月21日

契 約 業 者 名 （株）建設技術研究所

契 約 業 者 の 住 所 東京都中央区日本橋浜町３－２１－１

契 約 金 額 （ 税 込 ） \11,802,000

予 定 価 格 （ 税 込 ） \11,896,500

随意契約によることと
し た 理 由

　　本業務を遂行するためには、高度な技術や経験を必要
とすることから、当公園の現状の課題を踏まえた施設更新
計画素案の作成などを含めた技術提案を求め、公平性、透
明性及び客観性が確保される簡易公募型プロポーザル方式
に準じた方式により選定を行った。
　株式会社建設技術研究所は、技術提案書において総合的
に最も優れた提案を行った業者であり、上記業者と契約を
行うものである。

業 務 場 所 埼玉県比企郡滑川町及び熊谷市　国営武蔵丘陵森林公園

業 種 区 分 土木建設コンサルタント

履 行 期 間 （ 自 ） 平成23年9月8日

履 行 期 間 （ 至 ） 平成24年3月19日

備 考

随意契約結果及び契約の内容


